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部活動の総決算ともいうべき「菊池郡市中学校総合体育大会」が、今週の２３日（金）から２６日
（月）にかけて開催されます。この大会は、保健体育学習や学校での学びの成果を部活動を通して発
表する大会であり、九州大会・全国大会とつながっていき、最終的には日本一を決める大会です。
ということは、標題にも書いたように日本一に輝く団体及び個人を除いては、「負けて終わる大会」

ということになります。中体連大会に限らず、試合をするからには勝利を目指して取り組みますが、
私はよく「中体連は日本一にならない限り、どこかで負けて終わる。だからこそ、ひたむきに努力し
よう。なかまを信じて、一戦一戦最後まで最善を尽くす努力をしよう。」そして、「負けたときこそ、
そのチームの成長が問われるのであるから、そのときどのような姿になっていたいかをイメージして、
いいチーム・かけがえのないなかまになろう♪」「強いチームは探せばたくさんある。しかし、いい
チームはなかなか探し当たらない。自分たちの中体連が終わった瞬間、いいチームになったと言える
チームづくりをしよう♪」といったことをよく話しました。
みなさんのチームは、どうでしょうか？！ いいチームに育ち上がっていますか。昨日の選手推戴

式で確認したとおり、最後までひたむきに取り組み、「いいチーム」にこだわってほしいですね。

【生徒代表激励のことば】
生徒会長：奥村大輝さん

･･･皆さんは常に自分やチ
ームの強みと弱みを考え、
課題に向き合ってきたこと
でしょう。その取組に誇り
を持って頑張ってください。

去る６月１０日（土）、１１日（日）の二日間、えがお健康スタジア
ムにおいて全国中学校陸上選手権大会熊本予選大会が開催され、本校か
らもたくさんの生徒が出場しました。上位には牛島未來さん（３年女子
100ｍ優勝〈写真左〉）、佐藤鈴音さん（女子共通 200ｍ優勝、３年女子 100
ｍ２位〈写真中央〉）、永野宏弥さん（共通 110m ﾊｰﾄﾞﾙ優勝）らが入るな
ど、参加者全員が練習の成果を発揮し、輝きを放ちました。

※陸上競技は、これまで秋に行われていた各郡市大会がなくなり、夏季大会の一環として７月に
県大会が開催されます。また、クラブチームから出場することもできるようになりました。

私たちは常に危険と隣り合わせの生活をし
ています。そんな
私たちの生活を支
えていただいている
地域の皆さんの存在
に気づいていますか。
登校時の安全もた
くさんのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの
皆さんによって保た

木いちご前に立たれる水口正義さん たれています。

７月末に京都で開催される標記大会に、本校
から増田大和さん（１
年４組）と松本絢太さ
ん（１年６組）が出場し
ます。２人とも１年
生、ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞに注
意して、ﾁｬﾚﾝｼﾞ精神で
ﾍﾞｽﾄｽｺｱを目指して頑
張ってほしいですね。
みなさんもぜひ応援

担任の野田(左)・出口先生と してください。


